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中国の留学生を受入れる際の学習歴、資格評価の実践について、特に大阪大学が
2017 年に設置したアドミッション支援デスク（AAD, 旧名称：龍門窓口）の取

り組みを中心に、ここで期待される効果と今後の課題についてお話させていただきた
いと思います。

中国人留学生の大学院入試における学歴資格評価の実践
〜大阪大学における大学院入試改革事例の紹介〜

李 　明
大阪大学グローバルイニシアティブ機構 特任助教

１  大学院レベルの留学生受入れに関わる問題点　

　留学生の受入に当たって、大学側では出
身大学のレベルや海外の教育制度がわから
ない、証明書の真贋の見分けがつかない、
大学院の場合はまず教員の内諾が必要なの
で、教員と志願者のメールのやり取りに時
間がかかる…。
　よく先生方からそういったコメントをい
ただいています。また「コンピュータウィ
ルスの問題で添付ファイルが怖くて開けな
い、そのため留学生からのメールは放置し
ている」という先生もいらっしゃいます。
そういったセキュリティー上の心配なども
あります。
　私も元留学生なので、よくわかるのです
が、留学生にとっても申請するにあたって
様々な問題点があります。大学院入試の手
順がよくわからない。大学院の研究生や正

規生に応募する前に多くの場合は指導教員
の内諾が必要です。特に中国の場合、修士
課程は国の統一試験があり、個別に先生に
連絡をする必要はないため、中国人留学生
にとってどのように内諾を得ればいいの
か、合格するためにはどうしたらいいのか
という慣れない問題があります。
　先生にメールをするにしても、どんな内
容のメールを送ったらいいのか、また連絡
をしても返事がない。自分の学習履歴を先
生はどう受け取るのか、どのように評価さ
れるのか、留学生にとっては心配であるわ
けです。そうしたことから留学生の間では
“日本留学はハードルが高い” と言われて
います。
　また、日本の大学における学習履歴の審
査については、2014 年の大学評価・学位
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授与機構による「外国人留学生を受入れる
際の審査に関する実態調査」があります。
この報告書は 8 年前のもので、今少し改善
していると思いますが、学歴審査の状況と
して次の 3 点にまとめられます。
　①出身校の認可有無確認は 2-3 割に留
まっている。　②書類の申請確認の取り組
みはあまり行われていない。　③このよう
な業務は難しいので、現地出身の先生がい
る場合に質問する程度で、外国での学習履
歴の審査は行っていない、ということにな
ります。
　このように学習履歴審査では、作業の
複雑性と時間的な制約についての問題は
ありますが、留学生の学歴を正しく評価
したいというニー
ズ は あ り ま す の
で、大阪大学では
こ の 対 策 と し て

「 ア ド ミ ッ シ ョ ン
支援デスク」を設
置しました。
　それ以前に京都
大 学 で は 2010 年
か ら 証 明 書 の 真
贋 を 検 証 し た り、
2014 年からはオン
ラインの申請シス
テムを導入するな
ど し て い ま し た。
こうした先行事例
を参考にして、大
阪大学の国際戦略
や現状に合わせた

予備調査などの準備期間を経て、このアド
ミッション支援デスクを設置しました。

※ 2017 年 9 月より、特に志願者の多い中
国からの申請に対応するため、大阪大学
グローバルイニシアティブ機構に「龍門
窓口」を設置し、業務を開始しました。
2021 年 11 月より、出身国にかかわらず、
海外から大学院への入学又は研究生とし
て入学を希望する志願者に支援対象を拡
大し、全世界対応とする運びとなりまし
た。これに伴い、従来の龍門窓口を「ア
ドミッション支援デスク (AAD)」に名称
変更し、引き続き大学院の志願申請を支
援します。

【大阪大学アドミッション支援デスク】の HP:
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/international/inbound/dragongate
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２  アドミッション支援デスクの概要と支援内容

　まず大阪大学の現在の留学生の現状で
すが、留学生数は今 2,611 人 (2020 年 5
月 1 日 ) で 15 年前に比べて 2.5 倍増加し
ました。そのうち中国人の留学生の割合
は非常に多く、半数以上が中国大陸から
の留学生となっています。ですので、世
界から優秀な留学生人材を獲得するため
に、中国からの優秀な学生の選抜と効率
的な受入れシステムの構築は、まず解決
すべき重大な課題だと認識しています。
　とは言え、増え続ける留学志願者の中
から優秀な大学院生を選抜するには、海
外の教育システムの知識とそれに関する
ノウハウに加えて、調査にかなり時間が
かかりますので、教職員にとっては過大
な負担となります。そのため申請初期の
作業は戦略的に整備された窓口が担当す
ることが必須となります。
　この窓口の目的は、次の 4 点です。
①受入れ教員に代わって大学のレベルや

大阪大学の留学生の現状

ランキングの調査、さらに卒業証明書や
語学証明書などの申請書類のスクリーニ
ングを行うことで、教員の負担軽減をす
ること。
②大阪大学の申請方法を明確化、簡素化
することで外国人留学生からの信頼性向
上に寄与すること。
③部局が厳正なアドミッションを行える
ことで優秀な留学生の受入れを可能とす
ること。
④全学的に志願者情報を AAD に集中させ
ることで、全学部・全部局間での情報共
有を可能とすること。

　当初審査対象者は中国大陸の大学を卒
業または卒業見込みで、本学へ研究生ま
たは大学院生としての入学を希望する者
でしたが、2021 年 11 月からはこの対象
者を全ての海外大学の卒業生、卒業見込
みの学生に広げました。
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３  申請の全体の流れ

　まず志願者は事前準備が必要で、志願す
る研究科、研究所、または指導教員を自分
で決めて、AAD の案内に従いオンライン
申請システムで手続きを行います。
　AAD は志願者の処理をオンラインシ
ステムで確認して精査します。その後、
AAD のコメントと併せて志願者の申請情
報のリンクを教員に送信します。
　教員にとっては AAD から送られてきた
メールにあるリンク用の URL をクリック
すれば、すぐに学生の情報画面を見られま
す。全ての情報が一つの画面上にあり、ま
た申請書類もアップロードしてありますか
ら、教員側で一括してダウンロードするこ
とが可能です。
　教員は全ての学生の申請書類と情報を見
て判断してから、最後にコンタクトの可否
を選択するボタンを押します。つまりこの
段階ではまだ内諾ではなく、教員はコンタ
クトが可能かどうかだけを判断します。コ

ンタクト「可」であれば教員がその学生に
直接連絡をして話しをしてもらい、内諾を
するかどうかを決めていただくことになり
ます。
　そして可否の「否」の場合は、定型文が
用意してあって、どんな理由でだめなのか
…例えば「研究室は定員になった」「先生
は近々退官する」といった一般的な回答文
から適当なものを選べるようになっていま
す。もちろんその他の事情を任意で書き込
む欄も設けてあります。
　教員にとってこのシステムはわかりやす
く、手続き上も非常に簡単で、内容を見て
からボタン一つを押せばいいだけというわ
けです。
　AAD は教員からの返事をシステムで確
認すると、その結果を志願者に通知しま
す。志願者はコンタクト可の場合は直接志
願した教員と連絡をとり、またオンライン
やメールでやり取りをして先生の内諾を得
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られれば、出願の手続きに進めることにな
ります。
　志願者が申請してから回答まで、約 3 週
間の期間を取っており、主にこの時間は先
生に判断していただく時間となっています。
　AAD の審査自体は、志願者の書類が全

て揃っている場合は、1 日、２日で終わり
ます。ですから AAD の役割としては、志
願者と教員の最初のコンタクトをサポート
するということになります。内諾後の手続
きは各研究科、研究所の手続きに従って進
むことになります。

４  主な支援内容　

（１）出身大学のレベルチェック
　中国人留学生を受入れる際、中国での学
習履歴の審査が困難であるのは、中国の大
学の学部生数の増加による教育の質の低下
とシステムの複雑性に関わっています。
　成人教育機関にもかなりの学生がいるの
で、私たちも判断しにくく、特に普通高等
教育機関には普通全日制本科、つまり日本
の４年制大学に相当する大学の中に「独立
学院」が設置されている場合があります。
こういった学校のレベルの判断がすごく難
しい。
　また成人高等教育機関には学校の種類が
多くて、実際に大阪大学に申請があった
ケースで、「自学考試」というのがありま
した。これらをどう判断するのか、以下で
詳しく説明したいと思います。

・独立学院
　独立学院は 4 年制の国公立大学が民間企
業あるいは個人と協力して公的資金に依存
せずに設立した 4 年制大学です。独立学院
は母体となる大学から独立したキャンパス
を持ち、独自に学生募集を行います。試験
の合格基準は親大学の基準を下回ることが

普通です。
　具体的な例を見ると、独立学院の名称は
よく●●大学◆◆学院となっています。大
学名が紛らわしいので、レベルの判断が難
しいということになります。
　例えば「○○理工大学△△学院」という
のがあるとすると、これは○○理工大学の
△△学部という意味ではありません。たと
え重点大学の名称が付いていたとしても、
○○理工大学とは別の大学です。
　大阪大学が○○理工大学は大学間協定を
結んでいて、教員は「これは○○理工大学
なのかな」と判断して、学生を受入れる可
能性もあります。ですから AAD では「こ
れは別の大学なので、慎重にご判断くださ
い」と伝えることとなります。

・自学考試
　自学考試というのは、日本の通信教育に
近い制度です。入学試験がなく、学生は自
由に専攻を選び、単位を取得するための試
験を受けて必要単位を満たすことで学士の
証明書をもらえます。
　優良大学にも自学考試制度があって、例
えば中国の名門大学の自学考試の卒業証明
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書の場合は、担当大学としてその名門大学
の公印があります。しかし証明書を持つ学
生の学力がその大学から保証されているわ
けではありません。つまり担当大学のレベ
ルとは関係ないわけです。学士の証明書の
下に「成人高等教育本科卒業生」と書いて
ありますので、自学考試の卒業であり、そ
の名門大学の卒業生ではない、ということ
がわかります。
　教職員にとってはこうした細かいことの
判断は難しいので、AAD が事情を説明し
理解してもらうことになります。

・中国の大学ランキング
　留学生を受入れる教員にとっては、出身
大学のレベル評価は非常に重要な参考情報
になります。中国では 1995 年に「211 プ
ロジェクト大学」が出来て、21 世紀に向
けて政府が資金投資を行う 100 の大学が
選定されました。さらにこの中から厳選さ
れた 39 の大学が「985 プロジェクト大学」
です。また 2017 年には「双一流」という
大学が選定されて、一流大学構築大学とし
て 42 校、一流学科構築大学として 95 校が
選ばれました。今までの 211 大学プラスい
くつかの一流学科を持つ大学がここに入っ
ています。
　AAD は申請者の大学がこのようなプロ
ジェクトの大学に入っているか、調査をし
てそのレベルについてコメントを加えて教
員に伝えています。
　ただし最近はこうした判断がかなり難し
い大学もあります。例えば近年、海外の大
学が中国にブランチキャンパスを作ってお

り、上海ニューヨーク大学、香港中文大学
深圳分校といった大学がどんどん増えてい
て、共同して学部を作るといったことをし
ています。このような大学はまだ世界ラン
キングに入っていない、中国国内のラン
キングにも入っていない場合があります。
AAD ではこれらの大学がどの程度のレベ
ルなのかを調べるために、高考（ガオカオ 
普通高等学校招生全国統一考試）の成績な
ども調べるのですが、省によって高考の成
績は違いますので、判断をするのが難しい
わけです。ですから、同じ省の 985 大学

211 プロジェクト大学・985 プロジェクト大学一覧
https://spc.jst.go.jp/education/university/
univ_000.html
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に入る場合と同じ点数で学生が入っている
のならば、その大学は 985 大学相当だと
いうコメントをつけて先生にわかりやすく
伝えています。
　また、国立研究機関の附属大学である中
国科学院大学や中国社会科学院大学、と
いった大学はどんな大学なのかを説明し
て、どのようなレベルにあるのかを理解し
てもらいます。
　上海科技大学や南方科技大学など、新し
く設立されている大学は、かなりレベルが
高いのですが、ランキングの中には入って
おらず、やはり教員が自ら調べるとなると
判断が難しいので、AAD の調査でコメン
トを詳しく付けて、学力判定の判断材料に
していただければと考えています。

（２）学位・在学、語学などの証明書のス
クリーニング、及び安全保障輸出管
理の要否の教員への結果通知

　中国の大学既卒者が AAD へ申請すると
きに必要書類は卒業
証 書、 学 位 証 書、 ま
た中国教育部電子登
録備案表となります。
卒業見込み者は在籍
証明書と、中国教育
部の学籍在線験証報
告書が必要となりま
す。両者で共通なの
は AAD システム上で
の個人履歴情報の入
力、志望理由書と研究
計画書、成績証明書、

そして語学証明書などの書類となります。
　学歴の検証は中国学歴・学籍認証セン
ター（CHSI）のオンラインシステムで行
います。AAD ではこれらの情報の内容を
詳しく調査します。学生の名前や写真が全
ての証明書で一致しているかどうか、身分
ID や卒業大学の確認など、詳しく調査を
してからコメントを作ります。
　なぜこのように証明書類のスクリーニ
ングが必要なのかというと、まず書類の
ねつ造の問題があります。先ほども日本
留学はハードルが高くて、どう先生の内
諾を得ればいいのかわからないという話
をしましたが、そのため仲介業者に申請
の代行を行ってもらうことも普通にあり
ます。仲介業者には悪質な業者も存在し
ているという事情もあり、現状、多数の
留学希望者から質の高い学生を選抜する
ためには、その国の教育システムの知識
に加えて、調査のためのノウハウと時間
が必要ということになります。

日経電子版2019.11.7
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　2019 年 11 月 7 日の日経新聞電子版に
「日本語能力の偽造証明相次ぐ」という記
事が掲載されました。
　就職や受験のためにこのような偽造が
発見されるケースが増えているというこ
とです。
　AAD では中国で JLPT を受験している
場合のみ検証しています。具体的には中国
教育部の試験センターで、学生の受験番号
と身分 ID 番号を使い、インターネット上
で検証することが可能です。
　日本で受験した場合ですが、日本の（公財）
日本国際教育支援協会の試験センターに試
験結果の照会依頼はできますが、受検者本
人の委任状が必要となります。オンライン
ですぐに検証というわけにはいかず、本人
の委任状をもらってメールで試験センター
に検証依頼をします。また、結果をもらう
までに 1-2 週間かかるので、少々不便です。
　また、学位証の偽造も簡単にできると
いうことで、検索エンジンで「●●大学

の学位証」と検索するといろいろな結果
が出てきて、そこにある連絡先にコンタ
クトをとれば簡単に安く学位証を作るこ
とが出来ます。
　さらに、研究計画書も商品としてショッ
ピングサイトで販売されています。安い場
合は 1000 円、2000 円で注文することが
出来るんです。
　こういった情報を教職員に伝えると皆さ
んショックを受けて、AAD のような窓口
でスクリーニングをしてもらってから、安
心して留学生を受入れられるようになっ
た、というコメントをいただいています。

（３）教員に代わって志願者にコンタクト
の可否を通知すること

　３つめの支援内容としては教員に代わっ
て志願者にコンタクトの可否を通知するこ
とです。これにより教員は内諾に向けて検
討する前の志願者との直接のやりとりが不
要となります。

５  期待される効果と課題

　AAD 開設当初の１年半は、教員と志願
者へのサポートはメールで行っていました
が、通信環境やセキュリティーの不安があ
り、2019 年の 4 月からオンライン申請シ
ステムを導入し、今は全てこのシステムで
運営しています。このようなシステムを導
入してから業務の効率化、志願者の情報の
一元化管理、またセキュリティーの強化が
計れました。

　このような審査システムと、大学の入試
システム、留学生管理支援システムなどを
連携させ、入学前から卒業までをワンス
トップサービスで提供できるようなシステ
ムを今後構築する予定です。さらに本学の
安全保障輸出管理部門との連携によって、
安全保障の手続きへの移行もスムーズとな
ります。
　また、AAD は中国の教育制度につい
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て、全学の教職員向け問合せ窓口として
も機能しています。さらに志願申請にお
けるこのような手続きの明確化と簡素化
を、説明会で留学生にアピールすること
で、中国のトップレベル校からの申請者
数が増えてきており、大阪大学の信頼性
の向上に加えて留学生の誘致にも効果が
あると思われます。
　今後の課題ですが、現状、日本全体と
して外国の履修学歴とか資格評価体制が
まだ一元化的に行われておらず、各国の
学歴や資格に関する情報の共有・蓄積の
ための体制整備が整えられていません。
2019 年の 9 月に開設された高等教育資格
承認情報センター（NIC-Japan）は、設
立以来各国の情報提供やセミナーを行っ
ていて、現在そちらからいろいろな情報
を得ていますが、今後もこのセンターの
機能に期待しています。

　本日は大阪大学の取り組みを紹介しまし
たが、京都大学 AO の先行事例もあって、
このような窓口のニーズは非常に高く、成

李 明（り・めい）
現在  大阪大学グローバルイニシアティブ機構特任助教
大阪大学言語文化研究科博士後期課程修了後、同大学国際戦略推
進室特任研究員、同大学高等教育・入試研究開発センター特任助
教を経て、現在に至る。
＜研究テーマ＞ 高等教育の国際化、学生・教員の国際移動、外国
学歴・資格評価

果も上がっていることが確認されていま
す。現在、京大、阪大以外に、いくつか他
の国立大学も同じようなオフィスや窓口
を設置するための準備を進めています。
　今後、もしこのような大学間の連携でコ
ンソーシアムを形成できれば、各大学で得
意な地域や分野が違いますので、それぞれ
の評価業務のノウハウを共有して、また申
請システムの共同開発を行い、全学的に向
上していくことが期待できるのではない
かと思います。
　最後の課題としては、日本のデジタル
認証の遅れがあげられます。中国やアメ
リカ、韓国などの大学の証明書データ認
証はかなり進んでいますが、日本の大学
が発行した証明書は、ほぼデジタル認証
できていません。大阪大学も同じ課題を
持っています。
　先ほども述べた通り日本語能力試験の
結果は中国ではオンラインで真贋チェッ
クができますが、日本国内の受験者の場合
はまだできていません。このような証明書
のデジタル認証の改善を望んでいます。


